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作図した要素には、あらかじめ決められたプロパティ項目が設定されています。これらの初期値の項目以外に

カスタムプロパティを作成することで、要素の種類ごとに自由にプロパティ項目を追加し、情報を付加するこ

とができます。 

追加した情報を元に部材検索や拾い集計、系統管理などに利用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの追加]の起動 

コマンドの起動方法は3通りあります。 

 

・[ツール]タブ-[追加]  

 

 

 

 

・[プロパティ]パネルの[カスタムプロパティの追加] 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. カスタムプロパティ 

選択した要素に 

チェックが入ります。 
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Memo 

 

 

 

  ・[ツール]タブ-[編集]の[追加] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式の選択 

追加するプロパティ項目に入力する値の形式を選択します。 

 

形式「テキスト」 

プロパティに自由な値が入力可能です。表示する値の初期値とドロップダウンリストも設定できます。 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、

形式「テキスト」を選択します。 

 

プロパティに追加する[分類名][項目名][初期

値][値の候補]を入力します。(分類については

p.11参照) 

[初期値]と[値の候補]は省略することもできま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目を追加する要素にチェックを入れます。 

 

[OK]をクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

2 

1 

2 

3 

4 

4 

1 

値 
項目名 

[追加]横の[▼]より[コピーして追加]で 

既存のカスタムプロパティをコピーして 

追加できます。 
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カスタムプロパティを追加した要素を選択し、[プロパティ]パネルを表示します。 

→追加した項目と値を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

形式「計算式」 

既存のプロパティやテキストを組み合わせた計算式を設定し、計算結果を値に表示できます。 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、

形式「計算式」を選択します。 

 

プロパティに追加する[分類名][項目名]を入力

します。 (分類についてはp.11参照) 

 

項目を追加する要素にチェックを入れます。 

 

[計算式]にプロパティ項目とテキストを組み合わ

せた計算式を入力します。([計算式]の詳細は次

ページの補足説明参照) 

プロパティ項目を追加する場合は、[項目を追加]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[初期値]が設定されます。 

[値の候補]で設定した値から選択します。 

値を直接入力して変更することもできます。 

5 

5 

3 

2 

1 

2 

3 

4 

4 

1 

Memo 

で図面上の要素をクリックし、指定した要

素が持つプロパティ項目から選択することも

できます。 

 

 

 

 

 

プロパティに表示する値の桁数

と丸め方をプルダウンから設定

できます。 
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[プロパティ項目]ダイアログで[カテゴリ][プロ

パティ項目]を選択します。 

※カテゴリ「拾い集計」「系統管理」は選択でき

ません。 

 

[OK]をクリックします。 

 

その他、計算式の設定後、[カスタムプロパティ

の追加]ダイアログの[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティを追加した要素を選択し、

[プロパティ]パネルを表示します。 

→指定した計算式で算出された値が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[計算式]で、プロパティ項目と記号や値を組み合わせた 

計算式を設定します。記号や値はキーボードから直接 

入力できます。 

 

記号はダイアログ下部のボタンからも入力できます。 

 
それぞれ対応する記号が入力欄に挿入されます。 

 

 
「MIN()」「MAX()」を入力します。複数のプロパティ項目や値の中から、それぞれ最小値または最大値を

求める関数です。例えば、「MAX([プロパティ項目1], [プロパティ項目2], [プロパティ項目3])」と設定し

た場合、3つのプロパティ項目のうち、最大の値を表示します。 

 

8 

6 

 

7 

 

5 

5 

6 

 

7 

 

Memo 

[計算式]で不正な値や誤った 

計算式を入力した場合は「不 

正な計算式です。」とエラー 

メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

Memo 

計算式に含まれるプロパティに、数字以外や空

白が1つでもあると計算されません。 

 

 

 

 

[長さ(実長)]「8000」、

[定尺長さ]「4000」のた

め、8000÷4000で[配管

数量]が「2」になります。 
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形式「条件式」 

条件を設定して一致したときに指定した値を表示できます。複数の条件を指定することもできます。 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、 

形式「条件式」を選択します。 

 

項目を追加する要素にチェックを入れます。 

 

プロパティに追加する[分類名][項目名]を設定

し、[追加]をクリックします。 (分類については

p.11参照)  

 

条件が一致した場合の[値]を設定します。 

 

条件にチェックを入れ、プルダウンをクリックし

ます。 

 

[プロパティ項目]ダイアログで[カテゴリ][プロパ

ティ項目]を選択します。 

※カテゴリ「拾い集計」「系統管理」は選択できま

せん。 

 

プロパティの条件を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

1 
1 

3 

4 

5 

5 

7 

8 

 

6 

8 

 

Memo 

条件は最大20個設定することができます。 

複数の条件を設定する場合は、「または

(OR)」/「かつ(AND)」の選択でOR検索か

AND検索を設定します。 

「または(OR)」と「かつ(AND)」が混在する

場合は、「かつ(AND)」を優先します。 

 

4 

スポイトで図面上の要素をクリックし、指定した

要素が持つプロパティ項目から選択できます。 

6 

7 

プロパティ項目は手入力できます。 

条件は「以上」「以下」「より大きい」

「より小さい」「含む」「含まない」「等

しい」「等しくない」「今日と同じ」「今

日より○日後」「今日より○日後以降」

「今日より○日後以前」「未設定」が選択

できます。 

「今日より○日後」「今日より○日後以

降」「今日より○日後以前」では、マイナ

スの数値を設定すると過去の日付が設定で

きます。 

(日付のフォーマットはp.28参照) 

またチェックを外すと条件から消えます。 

2 2 
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その他の必要な値も条件を設定します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティを追加した要素を選択し、[プロパティ]パネルを表示します。 

→追加した項目と値を確認することができます。 

複数の値を設定している場合は、条件によって値が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式「組み合わせ」 

既存のプロパティやテキストの組み合わせを表示できます。プロパティ項目によっては単位の有無や桁数な

どの書式が変更できます。 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、 

形式「組み合わせ」を選択します。 

 

プロパティに追加する[分類名][項目名] を入力

します。 (分類についてはp.11参照) 

 

[追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

10 

 

9 

10 

 

11 

 

サイズが「100」で「100以

下」の条件に一致するため、

「～100」と表示されます。 

サイズが「250」で「201以

上」の条件に一致するため、

「201～」と表示されます。 

1 

2 

3 3 

2

3 

1 

「それ以外」にも値

を設定できます。

す。 
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[組み合わせの値]ダイアログの[追加する要素]で

対象要素にチェックを入れます。 

 

[値]にプロパティ項目とテキストの組み合わせを

入力します。プロパティ項目を追加する場合は、

[追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロパティ項目]ダイアログで[カテゴリ][プロ

パティ項目]を選択します。 

※カテゴリ「拾い集計」「系統管理」は選択でき

ません。 

 

[OK]をクリックします。 

 

[組み合わせの値]ダイアログの[OK]をクリック

します。 

 

組み合わせを追加する場合は、    ～     の手順を

繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ項目によっては[書式]が選択可能になり、単位、桁

数、カンマの表現を指定することができます。指定できる内容

はプロパティ項目によって異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 
5 

テキストは直接入力します。 

9 

6 

4 

8 

7 

7 

Memo 

で図面上の要素をクリックし、指定した要

素が持つプロパティ項目から選択することも

できます。 

 

 

 

 

 

8 

4 

プロパティ項目は手入力できます。 

3 8 

6 

Memo 

組み合わせ項目をExcelに保存し、編集・読み

込みすることができます。 

詳細はp.19を参照してください。 
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[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティを追加した要素を選択し、

[プロパティ]パネルを表示します。 

→追加した項目と値を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

一つのプロパティ項目に複数の組み合わせを

登録することができます。 

異なるプロパティ項目を、共通のプロパティ

項目の値として扱うことができます。 

10 

 

11

0 

10 
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⚫ 補足説明 

ダクト関連の要素のみにチェックが入っている場合に[ダクト種類]のラジオボタンが有効になり、ダクト種

類を「すべて」「角」「丸」「角丸」から選択できます。 

 

 

ダクト部材は、同じ要素タイプで角、丸、角丸のサイズを持つため、それを振り分けします。 

ダクト種類が適用される要素は「消音エルボ」「消音器」「ダンパー」「VAV」「CAV」「キャンバス」「短管」

「フランジ止め」「金網」です。 

(例)ダンパーの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

角ダクト スパイラルダクト 

ダクト種類「角」 

ダクト種類「丸」 
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分類の設定 

カスタムプロパティは分類が設定でき、分類ごとにカテゴリを分けることができます。 

カスタムプロパティを追加、編集する時に設定できます。(カスタムプロパティの編集については次ページ参

照)  

 

 

 

 

分類を設定するとカスタムプロパティのカテゴリ名が[カスタム[分類名]]になります。 

分類による仕分けが不要な場合は、「未設定」を選択します。「未設定」の場合は、カテゴリ名が[カスタム]に

なります。 

分類「施工状況」         分類「未設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類を使用することで、カスタムプロパティを分類ごとに分けて表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異なる分類の場合は、同名の項目名を設定できます。 

 

 

  

手入力か、 から既存の分類が選択できます。 

Memo 

でカテゴリごとに

展開/折りたたみができ

ます。 
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カスタムプロパティの編集 

[ツール]タブ-[編集]をクリックし、カスタムプロパティの項目について編集ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目の編集 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより編集

する項目名を指定し、[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより、分

類名や項目名など各内容を編集します。 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログの[OK]を

クリックします。 

→カスタムプロパティの内容が更新されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類の変更も可能 

1 

2 

4

5 

4

5 

項目名をクリック 

3 

2 

3 

1 

分類ごとの一覧が 

表示されます。 

Memo 

要素選択後の[プロパティ]パネルの[カスタ

ムプロパティの追加]横の[▼]-[カスタムプ

ロパティの編集]からも起動できます。 

 
 

Memo 

形式は固定のため変更できません。変更

したい場合は新規追加をします。 

 

 

形式や対象要素の 

確認もできます。 
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項目の削除 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより項目

名を指定し、[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

→カスタムプロパティの項目が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示順の変更 

プロパティに表示する順番を変更します。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより項目

名を指定し、矢印をクリックします。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

[削除]横の[▼]より、[すべて削除]を

クリックすると、表示している分類の

カスタムプロパティの項目を一括で削

除することができます。 

 
 

2 

1 

1 

項目名をクリック 

1 

2 

項目名をクリック 

1 
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[OK]をクリックします。 

→[プロパティ]パネルで表示順が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類の変更 

追加済みのカスタムプロパティの分類を変更できます。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログの[編集]

横の[▼]-[分類の変更]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

2 

Memo 

プロパティ項目をドラッグしても順番を

変更できます｡ 

 
 

1 

項目名をクリック 

1 1 
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[カスタムプロパティの分類の変更]ダイアログの

[項目名]で変更する項目名にチェックを入れま

す。 

 

変更先の[分類]を指定します。 

手入力か、プルダウンから選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログの[OK]

をクリックします。 

→分類が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類の編集 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログ内の[分類の追加]横の[▼]から分類の編集が行えます。 

 

 

 

 

 

[分類の追加] 

新規で分類を追加します。 

 

[分類の複写] 

表示中の分類を複写します。分類に含まれるプロパティ項目も合わせて複写されます。 

2 

4

5 

3 2 

3 

4

5 

5

5 

5

5 
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[分類の名前変更] 

表示中の分類の名前を変更します。「未設定」は変更できません。 

 

[分類の並び替え] 

[並び替え]ダイアログが表示され、分類の並びを変更できます。 

矢印かドラッグで変更します。 

要素のプロパティも同じ並びで表示されます。 

 

 

[分類の削除] 

表示中の分類を削除します。「未設定」は削除できません。 

 

 

設定ファイルの保存・読み込み 

カスタムプロパティは図面ごとに設定します。同じカスタムプロパティの項目を他の図面で利用するには、設

定した内容をファイル出力し、読み込みます。 

 

設定ファイルの保存 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設 

定の読み込み・保存]-[ファイルに保存する]をク

リックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

追加したすべての分類

を保存します。 
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[名前を付けて保存]ダイアログでファイル名を入

力し、[保存]をクリックします。 

→カスタムプロパティの設定ファイル

(*.RebroCustomProperty)を保存します。 

 

 

 

 

 

設定ファイルの読み込み 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより

[設定の読み込み・保存]-[ファイルから読み込

む]をクリックします。 

→[開く]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開く]ダイアログから読み込む設定ファイル

(*.RebroCustomProperty)を選択し、[開く]を

クリックします。 

→カスタムプロパティが追加されます。分類が設

定されている場合は合わせて追加されます。同名

の分類に同名のプロパティ項目が存在する場合は

上書きされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

2 

2 

1 

2 
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図面の初期値に保存 

追加したカスタムプロパティを初期値として新規図面で使用します。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設

定の読み込み・保存]-[「図面の初期値」に保存

する]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

[「図面の初期値」に保存する]ダイアログの[は

い]をクリックします。 

→図面の初期値に設定が保存されます。 

[設定]-[図面の初期値]タブ-[コマンドの初期値]-

[ツール]-[カスタムプロパティ]で保存されたプロ

パティ項目を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[設定]-[図面の初期値]タブ-[コマンドの初期値]-[ツール]-[カスタムプロパティ]で新規図面のカスタムプロ

パティを編集することができます。 

初期設定として分類「未設定」で「区分1」～「区分5」「BDNo.」「施工日」が設定されています。 

[追加]で項目を追加、[編集]で既存の項目を編集することができます。 

 

 

 

  

1 

2 

１ 

2 

Memo 

既存の初期値の内容は削除され、現在の

図面の設定内容に置き換わります。 

分類も追加されます。 
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図面の初期値から読み込み 

図面の初期値に保存したカスタムプロパティを現在の図面に読み込みます。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設

定の読み込み・保存]-[「図面の初期値」から読

み込む]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[「図面の初期値」から読み込む]ダイアログの

[はい]をクリックします。 

→図面の初期値の設定が、現在の図面に読み込ま

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「組み合わせ項目」の保存・読み込み 

「組み合わせ」形式で追加したカスタムプロパティ項目をExcelファイルに保存し、編集して読み込むこと

ができます。 

 

Excelファイルを保存する 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設定

の読み込み・保存]-[「組み合わせ項目」をExcel

ファイルに保存する]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

2 

Memo 

図面上で設定した既存の項目がある場合、その

項目は削除され、図面の初期値の設定に置き換

わります。 

 

１ 

2 

１ 

１ 
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Memo 

ワークシートを[説明]に切り替えると組み合わせ項目の入力例や書式などを確認できます。 

 

[名前を付けて保存]ダイアログでファイル名を入

力し、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Excelファイルを編集する 

[「組み合わせ項目」をExcelファイルに保存する]で保存したExcelファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート[入力シート]で編集し、上書き保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 

2 

2 

書式を「単位なし」に変更 

分類「未設定」プロパティ項目「表面積(単位なし)」、

分類「系統情報」プロパティ項目「系統名」を追加 
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Excelファイルを読み込む 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより

[設定の読み込み・保存]-[「組み合わせ項目」

をExcelファイルから読み込む]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

[開く]ダイアログから読み込むExcelファイルを選

択し、[開く]をクリックします。 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの読み込み]ダイアログか

ら分類とプロパティ名が一致するカスタムプロ

パティの読み込み方法を選択し、[OK]をクリッ

クします。 

→Excelファイルで設定した内容が読み込まれま

す。分類を指定した場合は、分類も追加されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

分類とプロパティ名が一致するカスタムプロ

パティ項目が存在しない場合は、[カスタムプ

ロパティの読み込み]ダイアログが表示されず

にそのまま読み込まれます。 

1 

3 

3 

1 

[サイズ]が「単位なし」に変更され、プロパ

ティ項目が追加されます。 

指定した分類で

追加されます。 

2 

2 
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ナンバリング 

形式「テキスト」のカスタムプロパティの項目にナンバリングした値を入力します。 

 

 [ツール]タブ-[ナンバリング]をクリックしま

す。 

 

[カスタム項目]で値を入力するカスタムプロパ

ティの項目を選択します。 

[対象要素]をクリックし、ナンバリングの対象

要素を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナンバリングの開始番号と番号の種類を指定し

ます。 

[接頭語]：番号の先頭に付加する文字列を指定

します。 

[接尾語]：番号の末尾に付加する文字列を指定

します。 

 

ナンバリングの方法を指定します。 

「単体」：ナンバリングする要素を1つずつ指定

します。 

「範囲」：ナンバリングする1系統内のルート2

本を指定し、その間をナンバリングします。(1

つ目に選択したルートからナンバリングしま

す。) 

「系統」：系統上の1本のルートを指定して1系

統まとめてナンバリングします。 

 

ナンバリングの順序を指定します。 

 

ナンバリングしたい要素を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

2 

3 

4 

5 

１ 

4 

5 

6 

6 

2 3 

Memo 

[カスタム項目]を選択する際、[未設定]を

クリックすると分類を切り替えられます。 

 

番号の種類を

選択します。 
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対象要素がナンバリングされ、カスタムプロパティの項目に番号が入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[絞り込み]からナンバリングする要素をプロパティ項目[カスタム][部材情報]の値で絞り込むことができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

7 

7 



 

 

－24－ 

文字の作図 

カスタムプロパティの情報とリンクした文字を図面上に記入することができます。接頭語と接尾語の設定がで

き、複数の要素に一括で作図できます。 

 

[ツール]タブ-[文字の作図]をクリックします。  

 

 

 

 

記入するプロパティ項目を[カテゴリ]と[項目]から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入したい要素を選択し、コンテキストメニュー 

の[確定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

配置したい位置でクリックすると文字が作図され 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

１ 

2 

3 

4 

１ 

4 

3 

カスタムプロパティの値の前後に

表示する文字を設定できます。 

 

矢印や装飾が設定できます。 

 

 

Memo 

選択したカスタムプロパティの対象要

素のみ選択できます。 

別のカテゴリに切り替えできます。 
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⚫ 補足説明 

[矢印]のチェックを入れて、複数の要素を選択すると、引出し線付きの文字を同時に作図することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[配管][ダクト][電気][建築]タブ-[サイズ記入]、[電気]タブ-[長さ記入]、[機器器具][スリーブ・インサー

ト]タブ-[名称記入]、[ツール]タブ-[属性記入]でもカスタムプロパティとリンクする文字の作図が可能で

す。サイズ記入では複数のプロパティ項目とテキストの組み合わせを記入できます。リボンの[編集]から記

入内容を編集できます。[サイズ記入]は2D図形や3D図形などの汎用要素は未対応です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティの利用 

部材検索 

[表示]タブ-[パネル]-[検索]で、カスタムプロパティの値から該当する要素を検索できます。 
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拾い集計 

拾い集計の仕分けにカスタムプロパティの項目を追加すると、カスタムプロパティの値ごとに集計すること

ができます。(拾い集計の出力の詳細については、テクニカルガイド「拾い集計」を参照してください。)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

IFC保存 

カスタムプロパティは、項目名を保持してIFCファイルに保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティ単位で

まとめます。 

他ソフトでプロパティの

情報が確認できます。 

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
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選択要素の拡張 

[オプション]-[選択要素の拡張]で同じカスタムプロパティの要素のみを選択することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択要素の絞り込み 

[オプション]-[選択要素の絞り込み]の[カスタム]タブで指定したカスタムプロパティの要素のみを絞り込ん

で選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

プロパティ選択時、[カスタム]をクリッ

クするとカテゴリを切り替えられます。 

 

Memo 

プロパティ選択時、[カスタム]をクリッ

クするとカテゴリを切り替えられます。 
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「進捗管理」は、カスタムプロパティに入力された搬入日や施工日などの日付から、工事の進捗状況を図面上

で色分け表示して確認することができます。 

 

カスタムプロパティの設定 

[ツール]タブ-[追加]をクリックし、[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、進捗管理に反映させる項目

名を追加します。(追加方法についてはp.2参照)  

 

 

 

 

 

 

 

要素を選択し、[カスタムプロパティの追加]で追加した項目に日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

以下のフォーマットで入力すると日付として認識されます。数値は半角です。 

  

2. 進捗管理 

フォーマット 認識する日付 フォーマット 認識する日付 

2026年4月10日 2026年4月10日 2026/4 2026年4月1日 

2026/4/10 2026年4月10日 2026.4 2026年4月1日 

2026.4.10 2026年4月10日 2026-4 2026年4月1日 

2026-4-10 2026年4月10日 4月1日 現在の年の4月1日 

令和8年4月10日 2026年4月10日 4/1 現在の年の4月1日 

26年4月10日 2026年4月10日 4.1 現在の年の4月1日 

26/4/10 2026年4月10日 4-1 現在の年の4月1日 

26.4.10 2026年4月10日 2026年 2026年1月1日 

26-4-10 2026年4月10日 4月 現在の年の4月1日 

2026年4月 2026年4月1日 1日 現在の年の1月1日 
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[進捗管理]パネルの表示 

[ツール]タブ-[進捗管理]をクリックすると、[進捗管理]パネルが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[進捗管理]パネルの設定 

[進捗管理]パネルの[項目]で日付を設定したカ

スタムプロパティの項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

[日付]で、進捗管理の色分けの基準となる日を

設定します。 

[今日]にチェックを入れた場合は、現在の日付

が設定されます。 

チェックを外した場合は、日付を選択、または

手入力をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

2 

Memo 

[今日]のチェックを外した場合は、スライダーを

使用することも可能です。(p.31補足説明参照) 

１ 

カレンダーをクリックすると、

日付の選択ができます。 

Memo 

[カスタム]からカテゴリの切り替えができます。 

 

2 
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Memo 

[確認モード]の[進捗管理]をクリック

すると、[進捗管理で色分け]がオンの

状態で[進捗管理]パネルが開きます。 

色分けを終了する場合は、[進捗管理

で色分け]を再度クリックするか、[確

認モードの終了]をします。([確認モー

ド]についてはp.33参照) 

 
 

 

 

 

 

 

  

色分けの設定をします。 

[期間]にチェックを入れると、[日付]で指定した

日から[期間]で設定した期間内、前、後の3色で

色分けすることができます。 

 

 

[期間]のチェックを外すと、[日付]で指定した日

の前、後の2色で色分けすることができます。 

  

 

 

 

 

 

 [進捗管理で色分け]をクリックしてオンにしま

す。 

 →設定した日付の値に合わせて色分けして表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

「前」または「後」を選択します。 

日数を入力します。 

「前」または「後」を選択し、[日付]で指定

した日をどちらに含めるか指定します。 

Memo 

色のアイコンをクリックすると、

色を変更することができます。 

3 

4 

[自動で更新する]にチェックを入れると、日付、または期間

を変更した時点で、[色]で設定した色に更新されます。チェ

ックを外すと、[更新]をクリックした時点で反映されます。 
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⚫ 補足説明 

[日付]で[今日]のチェックを外した場合、スライダーを使用して日付の変更が可能です。 

[スライダーの範囲]でスライダーに表示する日付の期間を指定します。 

スライダーの目盛りは、[スライダーの単位]で単位日数を指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

色分けの凡例 

設定した色分けを凡例表として作図します。 

 

[色分けの凡例]をクリックします。 

 

凡例表の配置位置を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

2

3 

2 

１ 

クリック 

[スライダー]をドラッグ 

すると[日付]が変わります。 クリックすると、図面上の最小値と最大値が

自動で[スライダーの範囲]に指定されます。 

チェックを外します。 
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日付の読み込み・参照 

カスタムプロパティの日付を、[プロパティの保存]で出力したCSVファイルを使用して、読み込みや参照する

ことができます。直接図面上の要素に日付の情報を付加したい場合は[プロパティの読み込み]、日付の情報を

図面上ではなく、CSVファイルで管理したい場合は[プロパティの参照]を使用します。詳細については、テク

ニカルガイド「プロパティの保存・読み込み・参照」を参照してください。 

 

プロパティの保存 

[ツール]タブ-[プロパティ]-[プロパティの保存]で日付の情報を付加したい要素のプロパティの情報をCSV

ファイルとして保存し、保存したCSVファイルで日付の項目や値を追加・編集します。 

 

 

 

 

 

読み込み 

[ツール]タブ-[プロパティ]-[プロパティの読み込み]で、日付の項目のプロパティカテゴリを「カスタム」

と設定し、編集したCSVファイルを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照 

[ツール]タブ-[プロパティ]-[プロパティの参照]で読み込み項目を「カスタム」と設定し、編集したCSV 

ファイルを参照します。 

 

 

 

 

 

  

CSVファイル上で日付を編集 

読み込みした値は、プロパティ

で編集可能です。 

参照している値は、プロパティ

では編集できません。 

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide


 

 

－33－ 

 

確認モードを使用すると、カスタムプロパティ、進捗管理の項目ごとに要素を色分けして表示し、図面上と

CGで確認することができます。 

 

[確認モード](画面右下)をオンにすると、選択した項目の値ごとに色分けして確認することができます。 

                                ：確認モード オフ 

                                ：確認モード オン 

 

確認モードの起動 

カスタムプロパティの確認 

[確認モード]をクリックし、[カスタムプロパティ]

から確認したいプロパティ項目名をクリックしま

す。 

 

 

 

[確認モード]横の[▼]をクリックし、 

[図面から値を取得する]をクリックします。 

→図面上に設定しているカスタムプロパティの値

と色が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面をクリックしてメニューを閉じます。 

→カスタムプロパティの値ごとに色分けして図面上とCGで表示されます。 

 

 

 

 

 

3. 確認モード 

１ 

2 

3 

2 

3 

１ 
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カスタムプロパティの色の変更 

値ごとの色を変更します。 

 

[確認モード]がオンの状態で[確認モード]横の

[▼]をクリックします。 

 

 

 

[設定]をクリックします。 

→[色分けの設定]ダイアログが開きます。 

 

 

 

[色分けの設定]ダイアログで変更する色をクリッ

クし、色を変更します。 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

カスタムプロパティは、[色分けの設定]ダイアログの[ファイルの読み込み・保存]-[ファイルに保存する]で

色の設定をファイルで保存し、保存した設定ファイルを[ファイルから読み込む]で読み込むことで他の図面

でも同じ色の設定を使用することが可能です。 

 

・色の設定をファイル(*.RebroCustomPropertyColorDefine)に保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存先を指定します。 

１ 

2 

4

5 

3 

１ 

2 

色を選択 

3 

4

5 
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・色の設定ファイル(*.RebroCustomPropertyColorDefine)を読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した項目以外の要素の色 

選択した各項目に含まれない要素の色は、[設定]-[一般]タブ-[表示]-[システム色]の[その他]タブの[確認

モードで未設定の要素]で変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[確認モード]がオンの状態で図面を印刷すると、画面に表示されている色のまま印刷することができます。 

 

  

選択した項目名と値が一致する

ものに対して上書きされます。 

保存した色の設定ファイル

を選択します。 
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カスタムプロパティの色分けの凡例 

設定した色分けを凡例表として作図します。 

 

[確認モード]がオンの状態で[確認モード]横の

[▼]をクリックします。 

 

[色分けの凡例]をクリックします。 

 

 

 

 

凡例表の配置位置を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認モードの終了 

[確認モード]を終了する場合は、[確認モード]をクリックし、[確認モードの終了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

2

3 

3 

3 

2 

１ 

凡例表の配置位置でクリック 


